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 上越市議会では議会改革推進会議を設置

し、さらに改革を系統的、機動的に進めるた

めに、「議会改革推進チーム」で検討を進め

ています。この間、市民との意見交換会やそ

の中で出された市民の皆さんの意見などを市

政に反映させるべく課題調整会議で検討し、

フィードバッグする制度や、市民団体との意

見交換会、女性フォーラムなどを行ってきま

した。また11月22日には、初の模擬議会が吉

川中学校の生徒たちによって行われます。 

 この６月に公表された早稲田大学マニフェ

スト研究所の「2018年議会改革度調査」によ

ると、当上越市議会は前年の12位から９位に

ランクが上がりました。 

 上越市議会では、さらに市民の皆さんの政

治参画、議会の見える化を視点にした改革を

進めるために先進議会の視察を行っていま

す。今回は、11月７日、８日の２日間にわ

たって、大阪府八尾市議会と愛知県犬山市議

会で学んできました。 

 

議会改革の柱・市民フリースピーチ 
 

 愛知県犬山市議会では、議会改革を進める

中で、市民にとってより役立つ議会にするた

めには、①市民参加、②議員間討議、③議会

の政策立案・政策提言力の向上が不可欠と位

置付けて様々な改革を行っています。 

 今回の視察の中で特に注目したのは、「市

民フリースピーチ制度」です。これは、各定

例会開催期間に、市民が議場で議員に対して

市政全般や市の一般事務などについて自分の

意見を「５分間」自由に発言できる制度で

す。発言定員は７人ですが、平成30年度に実

施されたフリースピーチは１回目７人、２回

目６人、３回目７人が発言しているとのこと

です。市民のフリースピーチ後は、質疑応答

は行われませんが、議員から発言の趣旨や背

景などを確認することはあるそうです。 

 終了後は、全員協議会で議員間討議を行

い、内容次第では、議会全体の意思として、

市当局への申し入れを行うとのことでした。 

 上越市議会でも様々な取組をしています

が、犬山市では、親子議場見学会、女性議

会、オープンドアポリシー（議長室

を開放し、気軽に議長と懇談できる

日を設定）など多様な取組を行い、

親しみやすい議会づくり、市民意見

の議会や市政へ反映させていまし

た。大変参考になりました。 
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国
も
こ
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開
、
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要
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

 市民の皆さんの意見をお聞きするた

め、議会改革の一環として行われている

議会報告会・意見交換会が上記の日程で

行われています。 

 このうち頸城区、板倉区では参加者は

多くはありませんでしたが、貴重な意見

がたくさん出されました。 

 「総合事務所の時間外受付や火災など

の告知を縮小するのはなぜか」、「市の

広報を２回から１回にするのはおかし

い」など率直な意見が出され、議員の行

政監視の意見なども強く出されました。 


